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 要  旨 
近年 BitTorrent や Skype などインターネットを利用した P2P アプリケーションの利用が増加して
いる。BitTorrent のような P2P コンテンツ配信では、従来のクライアント/サーバ型システムと比
較してデータ配信元にかかる負荷が小さく抑えられる。このため Winny や BitTorrent などの P2P
型のファイル共有アプリケーションによって発生するトラフィックが、驚異的に増大している。
 しかし、サーバへの負荷は抑圧されるが、ネットワークで転送されるトラフィック量はほぼ同
じと考えられるため、とくに複数 ISP ネットワークをピア接続するリンクのトラフィックが増え
ると同時に、ピア接続費のトラフィックをタダで使用される問題がある。 
 一方、P2P のトラフィックは、 クライアント/サーバでコンテンツ配信するトラフィックのふ
るまいは複雑で、その挙動を把握することが非常に難しい。P2P のトラフィックの把握ができれ
ば上記のような問題の対策が容易になりより有用なシステムの構築が可能である。本論文は、こ
のような P2P トラフィックが ISP をまたがったネットワークで、どのような動的トラフィックの
振舞いをするのか明らかにすることを目的に実験的な検討を進めた。 
 P2P トラフィックの解析は多くの論文で検討されているが、計算機シミュレーションを使用し
たものが多い。また P2P アプリケーションで最近非常に増えている BitTorrent のような P2P はそ
の動作は複雑で、計算機でシミュレーションすることが非常に難しい。また実際のノードを使用
してネットワーク実験をすることも考えられるが、多くのノードで実験するには限界がある。 
 本研究では、P2P 配信として急速にトラフィックが増えている BitTorrent に注目し、多数ノー
ドで、そのダイナミックなトラフィックの振舞いを計測する方法を提案し、1 台の PC に複数の
独立な OS が動作させることが可能な仮想マシン技術を利用した P2P 実験ネットワークを構築し
P2P トラフィック解析を行った。 
 
